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吐
魯
番
出
土

『
急
就
篇
』

吐
魯
番
出
土
『
急
就
篇
』
古
注
本
〈
6
0
T
A
M
3
3
7
:

11/1
〉
は
、
一

九
六

0
年
に
阿
斯
塔
那
三
三
七
号
墓
か
ら
出
土
し
、
中
国
文
物
研
究

所
・
新
彊
維
吾
爾
自
治
区
博
物
館
・
武
漢
大
学
歴
史
系
編
、
唐
長
播
主

編
『
吐
魯
番
出
土
文
書
〔
戴
〕
』
（
文
物
出
版
社
一
九
九
四
年
）
に

残
片
を
含
む
全
て
の
写
真
図
版
が
公
表
さ
れ
た
。
以
下
に
示
す
如
く
、

七
点
の
断
片
（
内
四
点
は
、
上
下
二
つ
の
残
片
）
と
、
残
字
数
三
字

以
下
の
三
点
の
残
片
か
ら
な
り
、
原
態
は
界
線
の
施
さ
れ
た
巻
子
紙

本
と
推
定
さ
れ
る
。
本
文
・
注
釈
（
小
字
双
行
割
書
）
と
も
楷
書
で

書
写
さ
れ
て
お
り
、
第
七
片
中
の
「
延
昌
八
年
戊
子
歳
…
…
□
窯
」

の
語
か
ら
、
高
昌
延
昌
八
年
（
五
六
八
）
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。〈

〉
・
・
・
文
書
番
号
算
用
数
字
…
行
数

•
第
一
片
〈
6
0
T
A
M
3
3
7
:
11/1
之
一
〉

1
S
8

章
第
九

章
数
…
宋
太
宗
本

古
注
本
の
釈
文
は
、
管
見
で
は
、

〈

6
0
T
A
M
3
3
7
:

11/1 N
 

章
第
十
一

•
第
三
片
〈
6
0
T
A
M
3
3
7
:
11/1
之

章
第
十
四

S
十
五

•
第
四
片
〈
6
0
T
A
M
3
3
7
:
11/1
之
四

章
第
十
九

S
二
十

•
第
五
片
〈
6
0
T
A
M
3
3
7
:
11/1
之
五
（
上
下
）
〉

章
第
二
十
一

S
二
十
二

•
第
六
片
〈
6
0
T
A
M
3
3
7
:
11/1
之
六
（
上
下
）
〉

章
第
三
十
一

•
第
七
片
〈
6
0
T
A
M
3
3
7
:
11/1
之
七
（
上
下
）
〉

章
第
三
十
三

S
三
十
四

•
残
片
三
点
〈
6
0
T
A
M
3
3
7
:
11/1
之
八
〉

第

古
注
本
校
釈

（
上
下
）
〉

8

4

 

〉

1
S
2

〉

9
S
1
7

゜
s
 

3
 

3

4

 8
 

s
 

ー4

4

 7
 

s
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4

5
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福
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周
祖
膜
「
記
吐
魯
番
出
土
急
就
篇
注
」
（
『
敦
煙
吐
魯
番
文
献

研
究
論
文
集
』
第
二
輯
〈
北
京
大
学
出
版
社
一
九
八
三
年
〉

所
収
）
附
載
「
附
吐
魯
蕃
出
土
急
就
篇
残
巻
」
（
但
し
、
後
に

同
論
文
を
再
録
し
た
『
周
祖
膜
語
言
文
史
論
集
』
〈
浙
江
古
籍

出
版
社
一
九
八
八
年
〉
に
は
、
釈
文
は
附
載
さ
れ
て
い
な
い
）

II

『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
第
五
冊
（
文
物
出
版
社
一
九
八
三
年
）

「二

0
高
昌
延
昌
八
年
（
公
元
五
六
八
年
）
写
《
急
就
章
》

古
注
本
」
（
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
吐
魯
番
出
土
文
書
〔
戴
〕
』
〈
文

物
出
版
社
一
九
九
四
年
〉
も
、
写
真
図
版
と
対
照
し
て
『
吐

魯
番
出
土
文
書
』
第
五
冊
と
同
一
の
釈
文
を
併
載
）

の
二
種
が
知
ら
れ
る
。
図
版
と
照
合
し
て
両
者
を
比
較
す
る
と
、
全

体
と
し
て
は

II
の
方
が
す
ぐ
れ
、
ー
を
も
と
に

II
が
作
成
さ
れ
た
形

跡
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
な
お
I
に
従
う
べ
き
点
も
認
め
ら
れ
、

釈
読
に
あ
た
っ
て
は
両
者
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
両

者
が
合
致
す
る
箇
所
に
つ
い
て
も
、
図
版
の
精
査
に
よ
っ
て
補
訂
す

べ
き
点
が
あ
り
、
『
急
就
篇
』
諸
本
や
引
書
な
ど
の
他
文
献
と
の
関

連
か
ら
、
残
映
字
を
確
定
し
得
る
例
も
見
い
だ
さ
れ
る
。

古
注
本
は
そ
の
書
写
年
代
か
ら
顔
師
古
注
以
前
の
作
成
に
か
か
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
内
容
が
確
認
さ
れ
る
最
古
の
『
急
就
篇
』

注
と
し
て
注
目
さ
れ
、
従
来
不
明
で
あ
っ
た
北
魏
の
雀
浩
注
の
可
能

性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
心
資
料
と
な
る
七
点
は
何
れ

も
左
右
を
跛
く
十
⑳
前
後
の
断
簡
で
あ
り
、
し
か
も
上

F
或
い
は
中

間
部
に
映
損
を
有
す
る
た
め
、
釈
読
に
困
難
を
き
た
し
、
特
に
注
釈

部
分
に
つ
い
て
は
十
分
に
把
握
し
難
い
箇
所
が
多
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
先
行
の
二
つ
の
釈
文
を
も
と
に
補
訂
を
加
え
、

可
能
な
限
り
峡
字
を
補
う
形
で
釈
文
の
作
成
を
試
み
、
先
行
釈
文
と

の
異
同
及
び
注
釈
部
分
に
関
わ
る
典
拠
を
中
心
と
す
る
注
を
付
し

た
。
ま
た
、
古
注
本
と
伝
存
諸
本
と
の
異
同
を
掲
げ
、
そ
れ
を
も
と

に
古
注
本
の
本
文
の
系
統
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
を
加
え
た
（
「
附

論
吐
魯
番
出
土
『
急
就
篇
』
古
注
本
本
文
の
系
統
」
）
。

な
お
、
本
稿
に
お
け
る
古
注
本
の
検
討
は
全
て
『
吐
魯
番
出
土
文

書
〔
咸
〕
』
所
収
の
写
真
図
版
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
不
鮮
明
部
分

に
つ
い
て
は
、
未
確
認
の
ま
ま
先
行
の
釈
文
に
従
っ
た
箇
所
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
よ
り
鮮
明
な
図
版
、
或
い
は
実
見
に
よ
る
再

調
査
を
期
し
た
い
。

0
釈
文
・
注

、
釈
文
の
字
詰
め
・
改
行
は
全
て
写
真
図
版
に
従
い
、
注
釈
の
部

分
に
つ
い
て
は
、
私
見
に
よ
り
句
読
点
を
付
し
た
。

一
、
先
行
の
釈
文
に
倣
い
、
釈
文
の
各
行
の
は
じ
め
に
行
数
の
通
し

番
号
を
付
し
た
。

一
、
釈
文
中
の
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
（
傍
点
）
残
映
部
か
ら
釈
読
で
き
る
文
字

凡
例

(44) 
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釈
読
で
き
な
い
残
餓
字
・
映
字

字
数
不
明
の
餓
字

推
定
字

伝
存
諸
本
に
よ
る
補
釈
字

原
文
に
疑
問
の
あ
る
文
字

ヵ

筆

者

の

釈

読

に

疑

問

の

残

る

文

字

一
、
古
注
本
に
多
見
さ
れ
る
所
謂
、
別
字
は
、
六
朝
期
の
別
字
の
実

態
を
示
す
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
、

特
に
必
要
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
を
除
き
へ
全
て
通
行
の
文
字

に
改
め
た
。

一
、
注
に
お
い
て
先
行
の
釈
文
に
言
及
す
る
際
、
「
附
吐
魯
蕃
出
土

急
就
篇
残
巻
」
と
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
第
五
冊
（
『
吐
魯
番

出
土
文
書
〔
戴
〕
』
）
と
が
合
致
す
る
場
合
は
単
に
「
釈
文
」
と

し
、
両
者
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
前
者
を
「
釈
文

I
」
、
後
者
を
「
釈
文
II
」
と
し
た
。

マ
マ

ロ

(45) 
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4
 

3
 

2
 

ー

投
柴
輿
綸

•
…
徴

•
…
儒

(
1
)
 

…
：
•
[
甕
‘
]
衣
裳
也
。
口
…
…

(
2
)
 

…
…
即
之
吊
以
為
嚢
寮
：
・
：
・

(
3
)

（

4
)
 

服
、
衣
服
也
。
瑣
、
弊
…
…
二
凩
師
]

言
袴
、
青
徐
言
瑣
。
…
…

…
…
[
服
]
瑣
(
5
)

0
釈
文

〔前

映〕

口
…
…
（
牝
畝
[
嚢
棄
]
不
直
錢
）

口
也
。

第
一
片
〈
6
0
T
A
M
3
3
7
:

11/1
之
一
〉

宋
太
宗
本
章
第
九

(46) 
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8
 

7
 

6
 

5
 

〔
後
映
〕

…
…
口
市
佑
、
居
陣
販
賣
者
…
…

：
…
•
[
巖
‘
]
貨
物
有
餘
利
者
也
。
今
□
…
…

…
…
也
。
亦
貨
物
者
、
衆
多
非
一
口
…
…

…
…
十
忽
為
毛
、
十
毛
為
豪
‘
+
豪
[
為
腋
0

J

…
…
 

(

6

)

0

7

)

 

復
販
也
。
陣
、
市
也
。
孔
子

…
…
（
量
丈
尺
寸
斤
雨
鈴
）
…
…

貸
賣
買
販
雖
（
便
資
冗
巴
市
轟
）

(47) 



2592 

12 11 10 

，
 □

人
服
日
因
、
履
名
釧
゜
履

(
9
)
 ．

 

為
履
、

ー

(10) 

マ

マ

マ

マ

(
I

腹
下
為
窯
゜
几
U
□

…
…
者
日
…
…

．．．．．．．．．．．． 

…
…
侠
縁

言
口
：
・
…

(12)• 

…
…
史
。
級
、
沙
葬
蕪
也
。
京
師
写
―
E
]

…
…

(14)

(15)• 

(13) 

…
…
言
蕪
、
呉
會
言
屡
。
詩
云
…
…
…
…

〔前

鋏〕

第
二
片
〈
6
0
T
A
M
3
3
7
:

11/1
之

一
〉

(
[
級
]
罷
叩
角
褐
儲
巾
）

二
履
烏
]
踏
衰
絨
[
段
釧
D

宋
太
宗
本
章
第
十

(48) 
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17 16 15 14 13 

〔後

峡〕

口
索
揮
、
長
翁

肢
(
[
躊
]
耳
竺
轟
-
鵬
]
婁
貧
）

□
於
野
則
人
倫
鍮
是
゜

(16) 

勢
葵
、
放
牧
之
人
。

…
•
•
•
富
商
。
尊
、
蕃
衣
健
也
。
…
…
…

(17) 

…
…
水
也
。
蹟
亦
履
。
許
是
説
以
：
・
…

(18)

（

19) 

…
…
草
。
晶
謂
菅
前
、
履
也
。
謂
扁
…
…

為
裳
。
共
里
不
借
是
靱

（
胞
裟
冨
糸
揮
]
蜜
夷
民
）

[
裳
]
尊
不
借
為
牧
人
（
完
堅
耐
事
[
鍮
]
比
[
倫
]
）

(49) 
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20 19 18 

•
第
三

奴
婢
私
隷
枕

…
□
池

…
也
。

••••••••••••••• 

妻
婦
婢
嫁
…
…

…
…
鮒
耳
也
。

帳
或
作
[
張
]
…
…

施
張
口
…
…
…
…

…
…
帳
帷
瞳

(
鯉
[
鮒
]
蟹
騨
飴
飽
蝦
）

〔前

映〕

片
〈
6
0
T
A
M
3
3
7
:

11/1
之
三
〉

宋
太

(
承
[
塵
]
戸
嫌
[
條
]
績
縛
鏡
蔽
[
疏
]
比
各
異
工
）

〈
紙
継
〉

宗
本
章
第
十
四

S
十
五

(50) 
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24 23 22 21 

〔
後
峡
〕

橡
餅
剋

…
…
塵
名
充
、
青
徐
亦
升
、
條
…
…

…
…
者
、
繍
蓋
之
文
焉
。
口
…
…
…
…

...... [
比
]
謂
之
蜜
、
疏
謂
櫛
口
…
…
…

木

…

…

…
…
香
。
脂
、
面
脂
也
、
粉
．、1

…
…
粉
、
胡
粉
耳
也
。

(20)

・カ

也
。
春
秋
偲
日
、
公
之
戸
雨

（
芥
薫
[
脂
粉
]
膏
澤
笛
）

(51) 
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28 27 26 25 

皆
方

攘
橡
樽
櫨
（
瓦
屋
梁
泥
）
塗
悪
既
壁
垣
埴

語
也
。

…

…

…

…

…

ロ

□
口
茸
帖
色
(
[
規
]
煽
）
革
薔
ロ
ロ

…
…
…
…
…
也
。

口
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
口
色

油

黒

倉

室

宅

鷹

舎

棲

燐
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
倉
也
。

(21) 
屋
為
庶
、
謄
為

此
皆
舎
宅

堅

堂

（

門

戸

井

鼈

）

庶

菌

京

之

名

也

耳

゜

菌

、

又

為

彊

。

此

〔前

映〕

第
四
片
〈
6
0
T
A
M
3
3
7
:

11/1
之
四
〉

宋
太
宗
本
章
第
十
九

S
二
十

(52) 
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32 31 30 29 

〔
後
餓
〕

土
傷
也
。

(22)

（

23) 

…
…
…
…
口
具
也
。
題
日
禎
、
労

屏
厠

[
日
幹
‘
]
…
…
□
日
等
及
幹
禎
也
。

幹
槙
板
材
度
（
園
方
）(24) 

屏
[
清
]
憫
渾
ヽ
皆
厠
名
也
o

或
宜
後
ヽ
或
口

マ
マ

或
口
…
…
口
。
京
師
日
憫
、
清
徐
厠
゜
軒
臭
口

清
襴
羮
土
壌

碓
礎

層
就
庫
東
相
．

堅
曼
層
厩
庫
東
相

後
附
、
壊

••••••••••••••• 

．
：
…
•
[
磁
‘
]
磨
也
。
竺
輸
班
]
…
·
:

…
…
磨
。
青
徐
…
…
＇

扇
隕

(53) 
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35 34 33 

(33) 

雛

四

者

牛

…

…

日

惨

。

牛

惨
柿
特
塘

野

之
六
畜

(26) 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

(28) 

(27) 

呉
會
言
…
…
言
犬
其
□
…
…

琢
猪怖

賓
日
狼
。
謂
□
口
也
。
易
日
…
•

(31) 

為
狡
狗
維
也
。
而
云
野
者
、
本
…
•

雛

(
3
4
)

力
羊
~

也
。
特
…
…
公
也
。
爾
雅
日
、
以
膿
長
為
拙
゜

(
[
六
畜
]
蕃
息
豚
）

〔前

鋏〕

第
五
片
〈
6
0
T
A
M
3
3
7
:

11/1
之
五
〉

已
生
、
柿
。
特
、
牡
也
、

(32) 

野
、
而
…
…
雛
者
、
謂
翌

(30)

・

•
•
…
…
…
…
…
…
狡
狗
…
…

(
瑕
[
猿
狡
狗
野
維
]
)

宋
太
宗
本
章
第
二
十
一

S
二
十
一

(54) 
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40 39 38 37 36 

〔
後
鋏
〕

(35)

（

36) 

小
羊
日
無
、
牛
子
日
[
憤
o

]

…
…

我

詩
云
、
乗
馬
乗
駒
、
…
…
…
…
…

憤
駒
(37)

(39) 

(38)

マ
マ

糟
糠
汁

飛
日
雄
雌
、
走
日
牝
牡
。
詩
[
日
ヽ
維
足
伎

U
ヽ
]
矯
之
朝
駒

(40) 

尚
求
其
雌
。
又
日
、
並
謳
従
[
雨
牡
分
o

随
]
趨
者
也
o

(41) 
鳳、

U
皇
、
懸
也
。
詩

云
、
鳳
皇
干
飛
、
翔

滓
棄
i

坐
勒
鳳
（
爵
鴻
鵠
雁
）
鷲
矯

(42)

（

43) 

鷹
鶴
鶉
鵠

其
羽
。
孔
子
日
、
鳳
鳥
不
[
至
]
…
…
羽
o

爾

雅
日
、
舒
蕎
見
。
言
鶯
…
…
…
…
…
…
…
也
。

[
鵠
]
似
鷹
、
鵠
似
鵠
。

U
之
物
不

□
口
尾
鳩
鵠
…
…

□
詩
口
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

雄
雌
牝
牡
相
随
趨

(55) 
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43 42 41 

宋
太
宗
本
章
第
三
十
一

…

…

…

…

…

…

…

…

為

省

察

之

江
水
涅

…
…
…
…
…
…
…
…
讀
其
事
也
。

里

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

籐

竿

渭

街

術

曲

（

筆

研

）

獅

溶

燕

火

燭

術

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

所

以

廼
肯
[
省
]
察
諷
（
諫
[
讀
]
)

（
憂
念
緩
急
憚
勇
獨
）

〔前

跛〕

第
六
片
〈
6
0
T
A
M
3
3
7
:

11/1
之
六
〉

者
、
里
官
賞
有
以
察

(56) 
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表
格

8
 

4
 

．．．．．． 

47 46 45 44 

〔
後
跛
〕

官
家
所
以
治
文
書
也
。

マ
マ

敷

也

。

高

火

燭

、

今

時

言

史

之

罪

過

者

、

得

赦

救

‘

史
解
長
史
、
則
貶
損
其
[
秩
]

頼
(
[
赦
救
解
貶
]
秩
）
禄

榔
椰
、
河
澗
‘
[
郡
]

名
也
。
姉
U
、
[
郡
]

郡
椰
河
澗
油
(
[
氾
]
蜀
[
穎
川
臨
ご
淮
集
課
録

也。名
也
。
氾
、
郡
名
也
。
穎
川
、
臨
淮
、
郡
名
[
也
o
]

人
行
口

9

[

依
濶
汚
]
染
貪
者
辱

有

廉

潔

平

端

之

世

口

集

課

[

録

]

…

…

…

…

…

…

…

依

濶

□

(45)• 

汚
機
。
又
擾
乱
不
靖
□
行
貪
切
…
…

也
。
既
不
課
録
：
・
…

禄

•.. 

,
：
口
徳
□

(57) 
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52 51 50 49 

〔前

映〕

第
七
片
〈
6
0
T
A
M
3
3
7
:

11/1
之
七
〉

(46) □
至
高
…
…
駕
龍

宋

(49) 河
雲
中
定
襄
典

年
作
此
章

(48)

山
陽
昌

下
之
訓
也
。

(47) 四
表
康
寧
咸
束

太
宗
本
章
第
三
十
三

S
三
十
四

(58) 
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57 56 55 54 53 

遍
一
巻
筆
停
祇
…
…
…
…
…
…
…
…
咲

延
昌
八
年
戊
子
歳
…
…
…
…
…
□
窯

[
披
]
据
泉
及
敦
煽
□
□
口
□
備
胡
先

琢
群
勃
海
右
北
平
□
口
□
西
上
平
剛
張

(50)

（

51) 

朔
方
雁
門
上
□
口
□
口
□
口
廣
川
河
内
温

(59) 
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0
注

「
宵
子
職
納
変
饒
焉
」

の

(
1
)
『
春
秋
左
氏
伝
』
偲
公
二
十
八
年

杜
注
に
「
索
、
衣
嚢
」
と
あ
る
。

(
2
)

「
即
」
、
「
釈
文
I
」
は
「
敗
」
、
「
釈
文

II
」
は
「
販
」
に
作

る
。
『
礼
記
』
細
衣
「
荀
有
衣
必
見
其
蔽
」
の
鄭
注
に
「
畝
、

敗
衣
也
」
と
あ
り
、
句
意
の
点
か
ら
も
「
敗
」
の
可
能
性
が
高

。ヽ
,.:,. 

(
3
)
『
周
礼
』
春
官
・
都
宗
人
「
正
都
證
輿
其
服
」
の
鄭
注
に
「
服

謂
衣
服
及
宮
室
車
旗
」
と
あ
る
。

(
4
)
『
易
経
』
旅
の
釈
文
に
「
瑣
瑣
、
馬
云
疲
弊
貌
」
と
あ
る
。

(
5
)
『
方
言
』
四
に
「
袴
、
齊
魯
之
間
謂
之
憶
、
或
謂
之
襦
、
闊

西
謂
之
袴
」
と
あ
る
。

(
6
)
「
復
」
、
「
釈
文
I
」
は
「
浚
」
に
作
り
、
「
釈
文

II
」
は
「
複
」

に
誤
る
。

(
7
)
「
市
也
」
、
「
釈
文

I
」
に
従
う
。
「
釈
文

II
」
は
「
布
也
」

に
誤
る
。

(
8
)
『
説
文
解
字
』
六
下
、
貝
部
に
「
靡
、
有
餘
買
利
也
」
と
あ

り
、
段
玉
裁
は
『
古
今
韻
会
挙
要
』
の
引
用
に
よ
り
「
巌
、
買

有
餘
利
也
」
に
改
め
る
。

(
9
)
「
為
」
、
図
版
に
よ
り
補
う
。

(10)
『
周
礼
』
天
官
、
履
人
「
掌
王
及
后
之
服
腿
」
の
鄭
注
に
「
複

下
日
馬
、
禅
下
日
履
」
と
い
う
。

(11)

「几
U
□
」
、
「
釈
文
」
は
「
几
U
杏
」
に
作
る
が
、
図
版
で

は
「
杏
」
字
を
確
認
で
き
な
い
。
『
詩
経
』
園
風
、
狼
跛
に
「
公

孫
碩
附
、
赤
烏
几
几
」
と
あ
り
、
毛
伝
に
「
几
几
、
絢
貌
。
赤

烏
、
人
君
之
盛
厭
也
」
、
鄭
箋
に
「
履
赤
賜
几
几
然
」
と
い
う
。

(12)
『
方
言
』
四
に
「
扉
、
腿
、
揺
、
履
也
。
徐
尭
之
郊
謂
之
扉
、

自
闊
而
西
謂
之
腿
」
と
あ
る
。

(13)

「
言
」
、
図
版
に
よ
り
補
う
。

(14)

「
呉
」
、
「
釈
文

I
」
に
従
う
。
「
釈
文

II
」
は
「
是
」
に
誤

る。

(15)

「
云
」
、
「
釈
文
」
は
「
文
」
に
作
る
。

(16)

「
筋
葵
」
、
眺
葵
。
『
詩
経
』
大
雅
、
板
に
「
先
民
有
言
、
詢

子
蜀
葵
」
と
あ
り
、
毛
伝
に
「
蜀
尭
、
薪
采
者
也
」
と
い
う
。

(17)
『
史
記
』
巻
七
十
六
、
平
原
君
虞
卿
列
伝
「
虞
卿
者
、
…
…

踊
躊
棚
登
説
趙
孝
成
王
」
の
集
解
に
「
徐
廣
日
、
蹟
、
草
履
也
」

と
い
う
。

(
1
8
)『
方
言
』
四
に
「
扉
、
履
、
羅
、
履
也
。
：
…
•
南
楚
江
河
之

間
継
謂
之
揺
」
と
あ
る
。

(19)

「
菅
前
」
、
菅
胴
゜
履
の
意
味
で
の
用
例
と
し
て
は
、
時
代
が

降
る
が
唐
・
劉
商
「
贈
厳
四
草
履
」
詩
（
『
全
唐
詩
』
巻
三
百
四
）

に
「
糎
微
菅
胴
牌
何
用
、
容
足
楡
安
事
頗
同
」
と
あ
る
。

(20)

三
伝
に
は
合
致
す
る
箇
所
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

(60) 
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に
従
う
。

「
釈
文

II

類
似
す
る
も
の
と
し
て
『
春
秋
左
氏
伝
』
荘
公
八
年
に

二
月
、
…
…
見
公
之
足
千
戸
下
、
遂
試
之
」
と
あ
る
。

(21)
『
説
文
解
字
』
九
下
、

i
部
に
「
庶
、
堂
下
周
屋
也
」

り
、
『
釈
名
』
五
、
釈
宮
室
に
「
大
屋
日
庶
」
と
あ
る
。

(22)

「
口
具
也
」
、
「
釈
文
」
は
「
祭
具
也
」
に
作
る
が
、
図
版
に

よ
れ
ば
、
文
字
の
上
半
部
を
映
失
し
て
確
証
し
難
い
。

(23)
『
尚
書
』
費
誓
「
峙
乃
禎
斡
」
の
孔
伝
に
「
題
日
槙
、
労
日

戟
」
と
い
う
。

(24)
『
釈
名
』
五
、
釈
宮
室
に
「
厠
、
雑
也
。
…
…
或
曰
濶
、
言

掴
濁
也
」
と
あ
る
。

(25)
『
説
文
解
字
』
九
下
、
石
部
に
「
磁
、
儲
也
。
…
…
古
者
公

輸
班
作
磁
」
と
あ
る
。

(26)

「
系
」
、
残
映
部
及
び
顔
師
古
本
・
宋
太
宗
本
・
空
海
本
に
よ
り

補
う
。

(27)

「
言
」
、
図
版
に
よ
り
補
う
。

(28)

「
言
」
、
図
版
に
よ
り
補
う
。

(29)
『
易
経
』
大
畜
、
六
五
に
「
狼
琢
之
牙
」
と
あ
り
、
『
集
韻
』

平
臀
二
、
文
に
「
積
・
狼
、

．．．．．． 
或
炊
犬
」
と
あ
る
。

(30)
「
…
…
狡
狗
：
・
…
」
、
古
注
本
残
片
〈
6
0
T
A
M
3
3
7
:

11/1
之
八
〉

の
図
版
に
よ
り
補
う
。

(31)

「
云
」
、
「
釈
文

I
」

る。

は

「六

に
誤

「
冬
十

と
あ

(32)

「
而
：
・
…
雛
者
」
、
「
釈
文
」
は
「
而
有
雛
雛
者
」
に
作
る
。

図
版
に
よ
れ
ば
、
「
雛
」
は
残
映
部
か
ら
の
釈
読
が
可
能
で
あ

る
が
、
「
有
雛
」
二
字
に
つ
い
て
は
不
明
。

(33)

「
…
・
：
日
惨
」
、
「
釈
文
」
は
「
口
□
生
日
穆
」
に
作
る
が
、

図
版
に
よ
れ
ば
「
生
」
字
は
確
認
で
き
な
い
。

(34)
『
爾
雅
』
釈
畜
、
牛
属
に
「
腔
長
彿
」
と
あ
る
。

(35)
『
周
礼
』
夏
官
、
羊
人
「
凡
祭
祀
飾
恙
」
の
鄭
注
に
「
恙
、

小
羊
也
」
と
い
う
。

(36)
『
爾
雅
』
釈
畜
、
牛
属
に
「
其
子
噴
」
と
あ
り
、
『
説
文
解
字
』

二
上
、
牛
部
に
「
領
、
牛
子
也
」
と
あ
る
。

(37)
『
詩
経
』
陳
風
、
株
林
に
「
乗
我
乗
駒
、
朝
食
干
株
」
と
あ

る。

(38)
『
詩
経
』
邸
風
、
飽
有
苦
葉
「
雉
鳴
求
其
牡
」
の
毛
伝
に
「
飛

日
雌
雄
、
走
日
牝
牡
」
と
い
う
。
ま
た
、
『
周
礼
』
庖
人
「
庖

人
掌
…
…
名
物
」
の
買
疏
に
「
爾
雅
、
飛
日
雄
雌
、
走
日
牝
牡
」

と
い
う
。

(39)
『
詩
経
』
小
雅
、
小
弁
に
「
鹿
斯
之
奔
、
維
足
伎
伎
、
雉
之

朝
維
、
尚
求
其
雌
」
と
あ
る
。

(40)
『
詩
経
』
斉
風
、
還
に
「
並
謳
従
雨
牡
分
」
と
あ
る
。

(41)
『
詩
経
』
大
雅
、
巻
阿
に
「
鳳
皇
干
飛
、
闘
闘
其
羽
」
と
あ

り
、
毛
伝
に
「
鳳
皇
、
懸
鳥
」
と
い
う
。

(42)
『
論
語
』
子
竿
に
「
子
日
、
鳳
鳥
不
至
」
と
あ
る
。

(61) 
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「
舒
鞄
鷲
」
と
あ
る
。

に
従
う
。
「
釈
文

II
」
は
二
字
分
空

(43)
『
爾
雅
』
釈
鳥
に

(44)

「
世
口
」
、
「
釈
文

I
」

白。

(45)

「
貪
切
」
、
「
切
」
字
の
左
側
は
一
部
映
失
し
て
明
確
に
把
握

し
難
く
、
句
意
か
ら
し
て
「
明
」
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る
。

「
貪
切
」
の
用
例
は
、
例
え
ば
『
魏
書
』
巻
九
十
三
、
恩
倖
伝
・

王
叡
に
「
麒
捗
行
則
貪
切
改
」
と
あ
る
。

(46)
「
口
至
高
…
…
駕
龍
」
、
「
釈
文
」
は
「
：
：
：
高
□
口
雲
駕
龍
」

に
作
る
が
、
宋
太
宗
本
・
空
海
本
の
本
文
「
僕
定
常
山
至
高
邑
」

と
の
比
較
か
ら
、

6
0
T
A
M
3
3
7
:
1
1
/
1

之
七
図
版
の
上
段
右
側
に

見
え
る
残
片
「
口
至
」
を
「
高
」
の
前
に
補
う
。
ま
た
、
図
版

に
は
「
雲
」
字
が
確
認
さ
れ
ず
、
「
高
」
「
駕
」
両
字
も
、
残
餓

部
か
ら
の
推
定
と
考
え
ら
れ
る
。

(47)

「
四
」
、
「
釈
文
I
」
に
従
う
。
「
釈
文
II
」
は
空
格
。

(48)
「
訓
」
、
「
釈
文
」
は
「
詞
」
に
作
る
。

(49)

「
河
」
、
「
釈
文
」
は
「
同
」
に
作
る
。

(50)

「
釈
文
」
は
第
七
片
の
上
下
の
残
片
を
そ
の
ま
ま
接
続
す
る

形
で
復
原
す
る
が
、
界
線
の
長
さ
の
検
討
か
ら
、

5
3
S
5
7
の
上

下
間
に
映
字
を
補
う
。

(51)

「
口
□
廣
川
」
、
「
釈
文
」
は
「
谷
至
廣
川
」
に
作
る
。
こ
れ

は、

6
0
T
A
M
3
3
7
:
1
1
/
1

之
七
図
版
の
上
段
右
側
に
見
え
る
残
片

を
「
廣
川
」
の
上
部
に
接
続
さ
せ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
が
、

そ
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。
宋
太
宗
本
・
空
海
本
と
の
比
較
に

よ
れ
ば
、
前
章
第
五
句
「
慄
定
常
山
至
高
邑
」
中
の
「
山
至
」

の
残
片
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
こ
こ
で
は
、
図
版
第
49
行
の

「
高
」
の
上
部
に
移
し
た
。
前
掲
注

(46)
参
照
。

（
付
記
）

6
0
T
A
M
3
3
7
:
 1
1
/
1

之
五
（
下
）
図
版
の
左
側
に
は
、
『
急
就

篇
』
本
文
の
一
部
と
見
ら
れ
る
一
字
分
の
残
片
が
認
め
ら
れ
る
。

図
版
に
よ
れ
ば
、
右
芳
が
映
失
し
、
食
偏
の
部
分
だ
け
が
残
存

し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
「
釈
文
」
中
に
は
こ
の
残
片
は
採

録
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
伝
存
諸
本
に
よ
っ
て
、
古
注

本
の
残
存
部
周
辺
の
峡
失
字
の
中
で
食
偏
の
字
を
検
す
る
と
、

第
七
片
第
52
行
の
跛
失
部
分
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
「
魏
長

沙
北
地
馬
飲
樟
鄭
及
清
」
の
「
飲
」
字
が
見
出
さ
れ
る
。
も
と

よ
り
本
文
の
異
同
を
考
慮
す
れ
ば
、
現
存
諸
本
と
の
比
較
と
い

う
方
法
自
体
に
既
に
問
題
を
有
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
―
つ
の
可
能
性
と
し
て
言
及
し
て
お
く
。

一
、
対
校
諸
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

[
第
一
類
]

•
松
江
本
…
…
章
草
石
刻
葉
夢
得
跛
紀
年
「
宣
和
二
年
（
一

―
二

O
)
上
巳
日
、
知
穎
昌
軍
府
事
締
雲
莱
夢
得
題
」
、

0
校

異

凡

例

(62) 
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楊
政
跛
紀
年
「
正
統
四
季
(
-
四
三
九
）
服
月
中
辮
、
賜

進
士
出
身
河
南
前
提
刑
按
察
副
使
、
吉
水
楊
政
識
」
（
『
松

江
急
就
篇
』
上
海
書
店
一
九
八
七
年
）

•
趙
孟
頷
本
（
趙
本
と
略
記
）
…
…
章
草
墨
跡
款
記
「
大

徳
癸
卯
(
-
三

0
三
）
八
月
十
二
日
、
呉
興
趙
孟
類
」
台
北

故
宮
博
物
院
蔵
〈
「
三
希
堂
帖
」
第
十
八
冊
刻
〉
（
『
故
宮

歴
代
法
書
全
集
第
一
四
巻
』
「
趙
孟
類
急
就
章
」
中
華

民
国
国
立
故
宮
博
物
院
一
九
七
七
年
）

．
碑
本
…
…
王
応
麟
『
玉
海
』
附
刊
「
急
就
篇
」
引
（
江
蘇

古
籍
出
版
社
・
上
海
書
店
一
九
八
七
年
）

[
第
二
類
]

•
宋
太
宗
本
（
宋
本
と
略
記
）
…
…
王
応
麟
『
玉
海
』
附
刊

「
急
就
篇
」
（
江
蘇
古
籍
出
版
社
・
上
海
書
店
一
九
八
七

年）
•
空
海
本
：
…
．
草
書
墨
跡
跛
「
弘
仁
参
年
七
月
舟
日
買
得

了
（
墨
塗
抹
消
）
」
（
『
弘
法
大
師
急
就
章
』
讃
岐
萩
原
寺
蔵

版
一
九
一
三
年
）

[
第
三
類
]

•
顔
師
古
注
本
（
顔
本
と
略
記
）
…
「
急
就
篇
」
（
『
四
部
叢

刊
続
編
』
経
部
商
務
印
書
館
一
九
三
四
年
）

一
、
古
注
本
第
七
片

(
4
9
S
5
5
)
に
つ
い
て
は
、
対
応
す
る
二
章
が

第
一
類
及
び
第
三
類
諸
本
に
見
ら
れ
な
い
た
め
取
り
上
げ
な

0
校
異

か
っ
た
。

一
、
伝
存
諸
本
と
の
系
統
関
係
を
把
握
す
る
意
図
か
ら
、
対
校
諸
本

の
何
れ
か
と
合
致
す
る
異
同
を
中
心
に
掲
げ
、
古
注
本
固
有
の

別
字
・
通
用
字
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
そ
の
全
て
に

亙
っ
て
い
な
い
。

、
校
異
の
行
頭
に
付
し
た
算
用
数
字
は
古
注
本
釈
文
の
行
数
、
傍

線
は
古
注
本
の
注
釈
部
分
に
見
え
る
被
注
釈
語
か
ら
推
定
さ
れ

る
本
文
を
示
す
。

4
投
松
江
本
・
趙
本
「
愈
」
／
宋
本
・
空
海
本
・
顔
本
「
綸
」

王
応
麟
補
注
「
黄
氏
日
、
綸
音
投
」

4

柴
松
江
本
・
趙
本
「
此
」
／
宋
本
・
空
海
本
・
顔
本
同

13
刷
(15
注
釈
）
松
江
本
・
趙
本
・
碑
本
「
愈
」
／
宋
本
・
顔
本
同

1
5
肢
諸
本
「
展
」

15
躙
(16
注
釈
）
松
江
本
・
趙
本
・
碑
本
「
蕎
」
／
宋
本
・
顔
本
「
属
」

15

馴
(16
注
釈
）
宋
本
「
煎
」
／
他
諸
本
同

16
菊
(17
注
釈
）
松
江
本
・
趙
本
・
碑
本
同
／
宋
本
・
顔
本
「
鞣
」

16
刑
(17
注
釈
）
松
江
本
・
趙
本
・
碑
本
同
／
宋
本
・
顔
本
「
繹
」

1
8
婢
松
江
本
・
趙
本
・
碑
本
・
顔
本
「
聘
」
／
宋
本
・
空
海
本
同

20
醐
(22
注
釈
）
松
江
本
・
趙
本
・
空
海
本
「
椋
」
／
宋
本
・
顔
本
同

(63) 



2608 

24
餅
松
江
本
・
趙
本
・
宋
本
「
筋
」
／
空
海
本
・
顔
本
「
飾
」

24
剋
諸
本
「
刻
」

25
薔
松
江
本
・
趙
本
・
碑
本
同
／
宋
本
・
顔
本
「
鞘
」

26
油
松
江
本
・
趙
本
・
碑
本
「
猶
」
／
宋
本
・
顔
本
同

26
倉
松
江
本
・
趙
本
同
／
宋
本
・
顔
本
「
蒼
」

27
堅
松
江
本
・
趙
本
同
／
宋
本
・
顔
本
「
殿
」

28
懐
松
江
本
・
趙
本
同
／
碑
本
・
宋
本
・
顔
本
「
棟
」

28
橡
松
江
本
・
趙
本
・
碑
本
「
褪
」
／
宋
本
・
顔
本
同

28
樽
松
江
本
・
趙
本
「
薄
」
／
碑
本
・
宋
本
・
顔
本
同

28
櫨
松
江
本
・
趙
本
・
碑
本
「
慮
」
／
宋
本
・
顔
本
同

28
埴
松
江
本
・
趙
本
「
賭
」
／
宋
本
・
顔
本
同

29
材
諸
本
「
栽
」

2
9
s
3
0

「
屏
厠
…
土
壌
」
句
位
置
松
江
本
・
趙
本
・
碑
本
・
空
海
本
同

／
宋
本
・
顔
本
「
堅
曼
…
東
廂
」
下

30
清
松
江
本
・
趙
本
・
碑
本
「
憫
」
／
宋
本
・
空
海
本
「
圃
」
／
顔

本
同

30
憫
松
江
本
・
趙
本
・
碑
本
「
渾
」
／
宋
本
・
空
海
本
・
顔
本
同

3
1
E
琴
松
江
本
・
趙
本
・
碑
本
「
紫
」
／
宋
本
・
空
海
本
・
顔
本
同

3
1
相
松
江
本
・
趙
本
・
顔
本
「
箱
」
／
空
海
本
・
宋
本
「
廂
」

3
2
隕
松
江
本
・
趙
本
・
顔
本
同
／
宋
本
・
空
海
本
「
随
」

33
家
松
江
本
・
趙
本
・
碑
本
「
菌
」
／
宋
本
・
空
海
本
・
顔
本
同

33
猪
松
江
本
・
趙
本
・
顔
本
「
猪
」
／
宋
本
・
空
海
本
同

〇
附
論

33
猥
宋
本
同
／
他
諸
本
「
積
」

34

痴
(34
注
釈
）
松
江
本
・
趙
本
・
碑
本
同
／
宋
本
・
空
海
本
・
顔
本
「
犬
」

34
雛
松
江
本
・
趙
本
「
覇
」
／
宋
本
・
空
海
本
・
顔
本
同

36
雄
松
江
本
・
趙
本
「
雌
」
／
宋
本
・
空
海
本
・
顔
本
同

36
雌
松
江
本
・
趙
本
「
雄
」
／
宋
本
・
空
海
本
・
顔
本
同

38
滓
松
江
本
・
趙
本
・
碑
本
「
華
」
／
宋
本
・
空
海
本
・
顔
本
同

39
鵠
松
江
本
「
鳩
」
／
趙
本
「
鳩
」
／
碑
本
同
／
宋
本
・
空
海
本
・

顔
本
「
鴇
」
顔
注
「
字
或
作
鴎
」

42
江
松
江
本
・
趙
本
・
碑
本
同
／
宋
本
・
顔
本
「
湮
」

42
湮
松
江
本
・
趙
本
・
碑
本
同
／
宋
本
・
顔
本
「
注
」

43
劇
(43
注
釈
）
松
江
本
・
趙
本
・
碑
本
「
投
」
／
宋
本
・
顔
本
同

44

剥
(44
注
釈
）
宋
本
「
求
」
／
他
諸
本
同

46

躙
(46
注
釈
）
松
江
本
・
趙
本
「
恩
」
／
宋
本
・
顔
本
同

46
染
松
江
本
・
趙
本
「
擾
」
／
宋
本
・
顔
本
同

吐
魯
番
出
土
『
急
就
篇
』
古
注
本
本
文
の
系
統

こ
こ
で
は
、
古
注
本
と
伝
存
諸
本
と
の
異
同
を
踏
ま
え
、
周
祖
膜

「
記
吐
魯
番
出
土
急
就
篇
注
」
（
『
敦
煽
吐
魯
番
文
献
研
究
論
文
集
』

第
二
輯
〈
北
京
大
学
出
版
社
一
九
八
三
年
〉
所
収
）
の
見
解
を
中

心
に
、
古
注
本
本
文
の
系
統
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み
た

(64) 



2609 

‘゚＞ 周
氏
は
、
古
注
本
と
諸
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

残
本
不
記
章
数
、
典
顔
師
古
本
相
同
。
惟
顔
書
只
有
三
十
二

此
本
有
「
齊
國
給
献
」
以
下
雨
章
、
共
三
十
四
章
。
所
存
各
章

文
字
典
松
江
本
多
不
同
、
而
顔
注
本
較
近
。

と
述
べ
、
松
江
本
と
顔
師
古
本
と
を
中
心
に
古
注
本
と
の
本
文
の
異

同
を
例
示
し
た
後
、

根
掠
以
上
所
辮
可
知
這
個
残
本
是
男
外
一
種
偲
本
、
別
有
来
源
。

と
結
論
付
け
て
い
る
。

こ
こ
で
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
周
氏
が
掲
げ
る
異
同

が
松
江
本
と
顔
師
古
本
と
を
中
心
と
し
、
宋
太
宗
本
に
つ
い
て
は
僅

か
に
一
箇
所
に
止
ま
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
問
題
の
所
在
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
、
王
国
維
「
校
松
江
本
急
就
篇
序
」
（
『
観

堂
集
林
』
巻
五
）
に
よ
り
『
急
就
篇
』
諸
本
の
系
統
に
つ
い
て
整
理

し
て
お
き
た
い
。

王
氏
は
松
江
本
・
宋
太
宗
本
・
顔
師
古
本
の
本
文
の
関
係
に
つ
い

て
、
以
下
の
如
く
述
べ
て
い
る
（
括
弧
は
引
用
者
）
。

惟
顔
（
師
古
）
本
及
宋
太
宗
本
・
空
海
本
、
典
葉
本
（
松
江
本
）

大
異
‘
即
三
本
亦
自
相
異
゜
嘗
細
考
之
、
則
薬
本
質
出
皇
象
、

宋
太
宗
本
出
於
鍾
絲
、
空
海
本
出
於
衛
夫
人
或
王
毅
之
、
而
顔

本
則
兼
綜
諸
本
者
也
。
…
…
…
…
就
此
三
本
（
松
江
本
・
宋
太

宗
本
・
顔
師
古
本
）
互
勘
、
則
顔
本
章
数
典
文
字
‘
宵
居
鍾
・
皇

こ
の
系
統
関
係
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
古
注
本
の
本
文
の
性
格

を
知
る
た
め
に
は
、
第
一
類
の
松
江
本
、
第
三
類
の
顔
師
古
本
に
加

え
て
、
第
二
類
の
宋
太
宗
本
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ

り
、
周
氏
の
検
討
は
こ
の
点
に
お
い
て
、
な
お
補
足
の
余
地
が
残
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
先
に
掲
げ
た
校
異
か
ら
、
古
注
本
と
松
江
本
・
顔
師
古
本
・

宋
太
宗
本
と
の
合
致
字
数
を
計
数
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

松
江
本
と
合
致
…
…
…
十
二
字

鍾
絲

皇
象

宋
太
宗
本
〔
第
二
類
〕

顔
師
古
本
〔
第
三
類
〕

二
本
間
属
娃
顔
本
異
於
皇
本
者
一
百
六
十
六
字
，
宋
太
宗
本
異
於
皇
本
至

二
百
六
十
七
字
『
知
顔
氏
詳
骰
諸
本
之
説
不
証
。
要
其
所
蹄
典

鍾
本
為
近
。

こ
の
見
解
を
踏
ま
え
て
、
皇
象
に
由
来
す
る
松
江
本
の
系
統
を
第

一
類
、
鍾
絲
に
由
来
す
る
宋
太
宗
本
の
系
統
を
第
二
類
、
両
系
統
の

校
訂
本
で
あ
る
顔
師
古
本
（
注
1
)
を
第
三
類
と
し
、
そ
の
関
係
を
祖
本

と
の
関
係
か
ら
簡
略
に
図
示
す
る
と
以
下
の
如
く
で
あ
る
（
注
2
)
0

松
江
本
〔
第
一
類
〕
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宋
太
宗
本
と
合
致
…
…
二
十

顔
師
古
本
と
合
致
…
…
二
十
二
字

古
注
本
本
文
の
残
存
字
数
は
『
急
就
篇
』
本
文
の
約
七
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
り
、
極
め
て
限
定
さ
れ
た
残
存
部
分
に
お
け
る
対
校
の
結
果

で
あ
る
こ
と
を
十
分
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
数
値
か

ら
も
、
古
注
本
の
本
文
の
性
格
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、
宋
太
宗

本
と
の
比
較
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、

顔
師
古
本
の
二
十
二
字
の
内
十
八
字
が
宋
太
宗
本
と
も
合
致
し
、
顔

師
古
が
校
訂
本
を
作
成
す
る
際
、
宋
太
宗
本
と
同
じ
鍾
絲
本
系
の
テ

キ
ス
ト
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
か

ら
、
古
注
本
の
本
文
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
祖
本
と
の
関
係
に

お
い
て
、
鍾
絲
に
由
来
す
る
第
二
類
と
の
共
通
性
に
注
目
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
注

3
)
0

古
注
本
が
第
二
類
と
密
接
な
共
通
性
を
も
つ
こ
と
は
、
古
注
本
の

末
尾
二
章
と
宋
太
宗
本
の
末
尾
章
第
三
十
三
・
章
第
三
十
四
と
の
関

連
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

周
氏
は
、
古
注
本
の
末
尾
二
章
に
つ
い
て
、
宋
太
宗
本
章
第
三
十

三
・
章
第
三
十
四
と
の
関
連
か
ら
、

男
外
、
最
後
三
十
三
・
三
十
四
雨
章
眼
王
應
麟
所
録
宋
太
宗
本

也
不
相
同
。

と
述
べ
、
両
者
の
異
同
を
示
し
た
後
、

這
裏
最
後
一
章
眼
宋
太
宗
本
大
不
相
同
。

2

古

注

本

5

宋
太
宗
本

ー

古

注

本

5

宋
太
宗
本

〇

古

注

本

5

宋
太
宗
本

，

古

注

本

4

宋

太

宗

本

（
。
共
通
字

河
雲
中
定
襄
奥

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

山
陽
昌

。
。
過

四
表
康
寧
咸
束

。
人
。
C

O
 

0
 

と
、
専
ら
両
者
の
本
文
の
相
違
に
注
目
し
て
い
る
。

「
釈
文
」
に
よ
れ
ば
、
古
注
本
の
最
終
章
は
本
文
の
異
同
の
み
な

ら
ず
、
字
数
に
つ
い
て
も
宋
太
宗
本
の
章
第
三
十
四
に
比
し
て
十
字

余
り
少
な
く
、
宋
太
宗
本
と
は
別
系
統
に
属
す
る
可
能
性
も
考
慮
さ

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
界
線
の
長
さ
の
検
討
か
ら
、
こ
の
字
数
の

相
違
は
「
釈
文
」
が
上
下
の
残
片
を
そ
の
ま
ま
接
続
す
る
形
で
復
原

し
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
釈
文
に
示
し
た
如

く
、
上
下
の
間
に
跛
字
を
補
入
す
べ
き
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
こ
で
改
め
て
宋
太
宗
本
章
三
十
三
・
章
第
三
十
四
と
の
異
同
を

示
す
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
（
古
注
本

49.50
が
宋
太
宗
本
章
第

三
―
-
、

5
1
S
5
5
が
章
第
三
十
四
に
対
応
）
。

x
当
該
本
に
見
ら
れ
な
い
文
字
）

．． 

…
…
口
至
高
…
…
駕
龍

。

。

嘉

寵
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古
注
本
の
最
終
章

(
5
1
S
5
5
)
と
宋
太
宗
本
の
章
第
三
十
四
と
を

詳
細
に
比
較
検
討
す
る
と
、
古
注
本
の
本
文
は
、
東
漢
時
の
原
文
と

見
な
さ
れ
る
宋
太
宗
本
末
尾
の
「
遠
近
還
集
殺
胡
王
漢
土
興
隆
中
國

康
」
十
四
字
を
削
除
し
、
宋
太
宗
本
第
四
句
「
代
郡
上
谷
右
北
平
」

の
「
上
谷
」
と
「
右
北
平
」
と
の
間
に
「
ロ
ロ
ロ
ロ
□
廣
川
河
内
温

琢
郡
勃
海
」
の
十
四
字
を
補
入
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
宋
太
宗
本

の
如
き
本
文
を
も
と
に
改
変
を
加
え
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
（
注
4
)
0

章
第
三
十
三
に
つ
い
て
は
、
僅
か
に
五
字
を
完
存
す
る
の
み
で
十
分

に
把
握
し
難
い
が
、
残
存
部
分
に
関
す
る
限
り
、
や
は
り
宋
太
宗
本

の
本
文
と
の
間
に
密
接
な
関
連
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、

古
注
本
の
末
尾
二
章
は
宋
太
宗
本
の
章
第
三
十
三
・
章
第
三
十
四
と

古

注

本

宋
太
宗
本

5

古

注

本

5

宋

太

宗

本

4

古

注

本

5

宋

太

宗

本

x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
 

遠
近
還
集
殺
胡
王
漢
土
興
隆
中
國
康

琢
郡
勃
海
右
北
平
□
口
□
西
上
平
剛
張

x
x
x
x
。
O

c

遼
東
濱
。
。
。
岡
X

□
据
泉

x
x
及
敦
煙
□
口
□
口
備
胡
先

x
酒
。
彊
弩
輿
倣
。
居
邊
守
塞
。
3

c

3

古
注
本
朔
方
雁
門
上
□
ロ
ロ
ロ
ロ
□
廣
川
河
内
温

5

宋
太
宗
本
。
。
代
郡
。
谷

x
x
x
x
x

別
系
統
に
属
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
原
形
は
同
系
統
の
本
文
で

あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

王
国
維
「
校
松
江
本
急
就
篇
序
」
は
、
宋
太
宗
本
末
尾
の
章
第
三

十
三
・
章
第
三
十
四
が
鍾
絲
の
増
続
に
か
か
る
と
し
て
、
以
下
の
如

＜
述
べ
て
い
る
。

宋
太
宗
本
雖
不
著
所
出
、
然
王
氏
（
応
麟
）
引
『
太
宗
宵
録
』

云
、
「
先
是
垂
棋
二
年
前
下
詔
求
先
賢
墨
逃
、
有
以
鍾
絲
書
急
就

章
為
獣
。
字
多
踏
駁
、
上
親
草
書
一
本
、
例
刻
石
分
賜
近
臣
云

云
」
是
太
宗
所
書
本
出
元
常
（
鍾
絲
）
、
特
易
其
踏
駁
之
字
耳
°

其
本
比
皇
象
本
多
第
ヒ
・
第
州
三
・
第
州
四
三
章
。
末
二
章
、
王

マ

マ

深
寧
定
廊
後
漢
人
作
別
出
於
後
。
今
検
有
「
飲
馬
滴
鄭
及
消
河
」

「
遠
東
濱
西
上
平
岡
」
二
語
。
乃
紀
魏
武
平
翼
州
破
烏
桓
事
、

営
作
於
建
安
十
二
年
之
後
。
末
又
云
「
漢
土
興
隆
中
国
康
」
則

又
在
魏
代
漢
之
前
。
此
二
章
足
證
其
出
於
絲
書
‘
蓋
即
絲
所
績

也。
こ
の
王
氏
の
考
証
と
先
の
検
討
結
果
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
古

注
本
末
尾
の
二
章
の
存
在
は
、
古
注
本
本
文
の
源
流
が
鍾
絲
本
に
あ

る
こ
と
を
積
極
的
に
示
す
根
拠
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
、
古
注
本
と
伝
存
諸
本
と
の
異
同
に
基
づ
く
検
討
に
よ
り
、

古
注
本
の
本
文
は
次
図
の
如
く
、
系
統
上
、
鍾
絲
本
を
祖
本
に
も
つ

第
二
類
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
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注
鍾
絲

皇
象

宋
太
宗
本
〔
第
二
類
〕

注

本

二

類

〕

松
江
本
〔
第
一
類
〕

顔
師
古
本
〔
第
一
―

筆
者
は
先
に
、
古
注
本
の
最
終
章
の
改
変
が
北
魏
に
お
い
て
な
さ

れ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
を
指
摘
し
、
古
注
本
を
雀
浩
注
と

す
る
周
氏
の
推
測
（
「
記
吐
魯
番
出
土
急
就
篇
注
」
）
の
妥
当
性
を
検

証
し
た
（
注
5
)
。
こ
れ
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
小
論
の
検
討
結
果
は
、

北
魏
に
お
い
て
鍾
絲
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

実
証
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
他
方
、
南
朝
に
お
い
て
も
鍾
絲
本
系

統
の
テ
キ
ス
ト
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
衛
夫
人
・
王
義
之
に
由

来
す
る
と
見
な
さ
れ
る
空
海
本
が
、
宋
太
宗
本
と
多
く
一
致
し
、
鍾

絲
本
系
統
に
属
す
る
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
に
よ

っ
て
、
南
北
朝
期
に
お
け
る
鍾
絲
本
の
流
布
の
実
態
が
浮
き
彫
り
に

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

(
1
)
顔
師
古
本
が
複
数
の
伝
本
の
校
訂
本
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
顔

師
古
自
身
が
「
薔
得
皇
象
・
鍾
絲
・
衛
夫
人
・
王
義
之
等
所
書
篇
本
、
備

加
詳
敷
、
足
以
審
定
、
凡
三
十
二
章
、
究
其
慎
賓
」
（
『
急
就
篇
注
』
叙
）

と
述
べ
て
い
る
。

(
2
)
王
氏
の
考
証
に
は
空
海
本
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
空
海
本

も
系
統
図
に
示
す
べ
き
所
で
あ
る
が
、
空
海
本
に
は
全
体
の
半
数
以
上

に
及
ぶ
―

1
0
0余
字
の
映
脱
が
見
ら
れ
、
古
注
本
と
の
異
同
を
十
分

に
把
握
し
難
い
こ
と
と
、
王
氏
が
「
空
海
本
：
・
…
有
齊
國
給
献
以
下
二

章
、
奥
宋
太
宗
本
同
。
其
他
字
亦
多
同
宋
太
宗
本
。
蓋
亦
出
於
鍾
元
常
、

而
為
晉
人
所
書
者
。
顔
監
所
稲
衛
夫
人
及
王
毅
之
本
、
営
居
其
一
突
」

と
指
摘
す
る
如
く
、
宋
太
宗
本
と
概
ね
一
致
し
て
鍾
絲
本
系
統
の
第
二

類
に
属
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
宋
太
宗
本
と
の
比
較
の
み
に
よ

っ
て
も
古
注
本
と
第
二
類
と
の
系
統
関
係
を
把
握
し
得
る
と
見
な
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
な
お
、
空
海
本
は
「
齊

國
給
献
」
以
下
の
一
章
を
有
す
る
の
み
で
あ
り
、
先
の
引
用
で
王
氏
が

「
有
齊
國
給
献
以
下
二
章
、
輿
宋
太
宗
本
同
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
誤

解
で
あ
る
。

(
3
)
こ
こ
で
は
本
文
の
合
致
と
い
う
点
か
ら
、
完
本
で
あ
る
宋
太
宗
本
と

の
共
通
性
に
注
目
し
た
が
、
校
異
2
9
S
3
0
に
示
し
た
如
く
、
宋
太
宗
本
・

顔
師
古
本
と
相
違
し
て
空
海
本
と
合
致
す
る
例
も
見
ら
れ
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
第
二
類
の
諸
本
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
も
複
雑
な
状
況
を

想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
4
)
拙
稿
「
吐
魯
番
出
土
『
急
就
篇
』
古
注
本
考
I

北
魏
に
お
け
る
『
急

(68) 
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就
篇
』
の
受
容
ー
|
'
」
（
『
東
方
学
』
第
九
十
六
輯
、
一
九
九
八
年
七
月
）

参
照
。
な
お
、
行
論
の
便
宜
上
、
本
稿
と
重
複
す
る
部
分
の
あ
る
こ
と

を
断
っ
て
お
き
た
い
。

(
5
)
前
掲
注

(
4
)
拙
稿
。

(69) 


